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8月27日（水）～29日（金）の3日間、ポートメッセな
ごやにおいて、当社と中部地方電気使用合理化委員会

は、「電化で進化！ e（イー）効果」をテーマに展示会
「ENE-WAY 2008」を開催しました。
本展示会は、環境負荷低減対策をはじめ、省エネ、省

コストなど、お客さまの抱える様々な課題に対して、エ

ネルギーに関する最新技術や有効活用策をご紹介するも

のです。

会場では、地球温暖化対策の切り札として注目の「電

気式ヒートポンプ」や、厨房環境を画期的に改善する

「電化厨房」など、110を超える企業・団体に最新の電
化機器を展示いただきました。また、エネルギー利用の

課題解決につながる展示を業種別にご覧いただけるゾー

ンを設けたほか、多くの企業の皆さまのソリューション

事例を映像などでご紹介しました。

開催期間中は、3日間で延べ10,438人の方にご来場い
ただき、電気の最新技術と当社のプレゼンテーションを

熱心にご覧いただきました。

「ENE-WAY 2008」が開催されました。

8月5日、名古屋大学にて、「電気でファッショナブル
ライフ、あなたも今日からエコロジスト」と題して、市

民公開講座が行われました。これは、一般市民の方に電

気への理解を深めていただくことを目的に、名古屋大学

エコトピア科学研究所が主催しているもので、平成18年
10月の初回開催から数えて、今回で5回目となりました。
当日は夏休みということもあり、親子連れや小中学生

グループを中心に92名と多くの方が参加されました。プ
ログラムの中には、参加者が実際に実験をすることがで

きる講演もあり、電気に対して興味と理解を持ってもら

う良い機会となりました。

電力技研　清水研究員が市民公開講座で講演
当社からは、電力技術研究所　電力ネットワークグル

ープの清水雅仁さんが講師として招かれ、「夏に電気を

安心して使えるようにするために！」というテーマで講

演いたしました。夏場の電力事情や、雷による故障を低

減するために当社が実施している対策について紹介する

とともに、講演の終わりには屋外で雷に遭遇した時の安

全な避難方法についてクイズ形式で説明しました。

講演終了後の質疑応答は、予定されていた時間を超え

てしまうほど多くの質問があり、今回の講座も大変盛況

なものとなりました。
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